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安藤美華代
論文
1.多職種新人医療従事者の心の健康とチー
ム医療に｜刻する研修一心理教育”サクセ
スフル ・セルフ”を活用して一、安藤i"r
一郎 ・安藤美華代（共著）、心身疾学、第
58巻6~J、 2018年 （8 月 ） 、 542-548頁
2.椛尿病医療における医療従事者の抱える
｜封雌と困難を来り越える過程、岡II大学
文学部紀要、第70－！.ナ、2018年 （12月）、
17-29 n・
3.軒以梢とともに生きる人の低血糖による
怖い気もちに関する検討ー低血税庁を体験
した人たちの記述から一、岡山大学｜臨床
心理学論集一｜尚山大学大学院社会文化
科学研究科 ・心理相談室紀要一第16号、
2018年(12)J）、1-8頁
4 初任期j数以のストレス緩和におけるセル
フ・コンパッションの役割とプロセスに
｜則する質的検討、川両沙緒梨・安勝美権
代（共若）、岡山大学臨床心Jlj!学論集一同
山大学大学院社会文化科学研究科 －心理
キ｜談室紀要一第16号、 2018年 （12月）、
17-25 J'~ 
5.大学生 ・大学院生のスマートフォン依存
傾向における退屈感と対人関係の閑述、
厚J.l由佳 ・安藤美華代 （共著）、岡山大
学教師教育｜刻発センター紀~、第9 号、
-81 -
201911~ (3 J-）、 47-56頁
6.大学生の人間関係力育成に閲する研究の
動向と保育者養成教育へのがi用に向け
て．加藤由美 ・安藤美華代（共著）、｜刈山
大学教師教育開発センタ一紀張、第9号、
2019年（3月）、337-350頁
研究発表
1.尚JfJL絡を伴うけいれんを起こしたlli精
以病のl例糖尿病心理カンフ ァレンス
での検討と対策一、安藤百一郎 ・安藤美
華代・浜！泉ir<lJ・木多克之 ・高橋Jl'i了－ ・安
永沙織 ・j賀野リカ、第61回日本棚尿病
学会年次学術集会、 2018年5月24I、東
京IJil際フ ォーラム
2.新尿病とともに生きる人のつらい気持ち
のつきあい｝fに関する探宗的検討、1,(1.臨
）主催代・安藤晋一郎 （共jfij発表）、第61
!Ill H本糖尿病学会年次学術集会、 2018年
5JJ 25日、東京国際フォーラム
3. 多職種新人医療従事者のこころのfil!bl~ と
チーム医療に閲する研修”サクセスフル ・
セルフ”の実践、安藤首・一郎 ・安j臨美事
代（共同発表）、第59同日本心身l実乍総
会ならびに学術講演会、 2018年6刀91、
名市屋jJtj際会議場
4.舶lポ病とともに生きるチども ・若.fl・と家
肢の気もちの理解と支援 （シンポジウム
「幅広い支援の確立を口指して、できる
ことは何か？一行政＆学校＆医療の現場
から一」）、第24同日本小児 ・思春期精
尿病学会年次学術集会、2018年7月15日、
』毎回スカイビルステラホール
5.糖尿病とともに生きる人の低血糖に聞す
る心理的負担感の検討、安藤美華代 ・安
藤晋一郎（共同発表）、日本心理臨床学会
第37回大会、 2018年8月31H、神戸｜五l
際会議場
6. 巾学生の価償志向性と心理的居場所感に
関する検討、見戸真由子・安藤美華代
（共｜日l発表）、日本心理学会第82回大会、
2018年9月261:!、仙台凶際センター
7.学生の過剰適応と向己不全感に関する検
討、安問晃介 ・安藤美華代 （共同発表）、
日本心理学会第82回大会、 2018年9月
271:!、仙台｜孟｜際センター
8.女子大学生の精神的健康度とスト レスお
よびソーシャルサポー ト不満足度との関
連、丸山肴織・平松清志 ・安藤美華代
（共｜日l発表）、H本心理学会第82回大会、
2018年9月27日、仙台国際センター
9.高等学校における通級による指導に対す
る発達障害の子を持つ保護者の期待と不
安に関する探索的検討＼福田航希・丹治
敬之 ・安藤美華代（共同発表）、日本心理
学会第82同大会、 2018年9月27日、仙
fi'匡｜際センター
10.糖尿病によるつらい気持ち （diabetes
distress）の理解と予防一集団認知l行動療
法的視点を取り入れて一 （シンポジウム
「慢性身体疾患の一次・二次・ 宅次予防
にいかす認知行動療法」）、第18回日本
認知l療法 ・認知｜行動療法学会、 2018年
11月24日、岡山コンペンションセンター
その他 （翻訳、事典項目、書評等）
1.研究会の開催：I第7回サクセスフル ・セ
ルフ研究会j岡山大学文化科学系総合
研究棟2階共同研究室，2018年12月9日
2.自主シンポジウム指定討論 ：「糖尿病患
者への心理学的援助16JH本心理臨床学
会第37凶大会、 2018年8J-J 31日、神戸
国際会議場
植村 玄輝
論文
1. Alessandro Salice & Genki Uemura, 
”Social Acts and Communities. Walther 
between Reinach and Husserl." In Gerda 
Walther. Phenomenology of Sodality, 
Psychology a刀dReligion. A. Calcagno 
(ed.) , from the Women Ii1 the 品注tory
of Philosophy and Sciences series, 
Springer, 2018. pp. 27-46. （全体構成およ
び§ 1の一部と§ §2-3の起草を担当した
が、最終的には二人の著者が本論全体に
等しく貢献している。）
2.植村玄輝，「初期現象学と共同行為論の
接点一一期待していいこと，しないほう
がいいこと， i尼央い仕事を厭わない人の
ための今後の課題j，『現象学年報J( l=I 
本現象学会）第34号， 2018i］三 27-37頁。
3. Genki Uemura & Alessandro Salice. 
”Motives in Experience. Pfander, 
Geiger. and Stein." In Phenomenology 
and Experience. New Pe1~号:pectives, A. 
Cimino & C. Leijenhorst (eds.) , Bril, 
2019, pp.129-149. （第一著者として全体構
成および§ § 1-2. 5の起草 ・最終的な仕
上げを担当した。）
4.植村・玄輝， 「現代現象学は何をする （べき
な）のか一一荒畑・戸田山・鈴木への応
答j，『フッサール研究J（フッサール研
82 
究会）第16J，ナ 2019年， 105-134頁。
5.植村玄時「命題・事態・志向性一『真理・
存在・意識jへの疑問と批判に応えるJ.
fフッサール研究J（フッサール研究会）
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理学 ：1902/03年の講義jと『1905年判断
論議義J」，関西大学千里山キャンパス，
2019年3月17I。
第16号， 2019年， 228-270頁。 大杉洋
研究発表 研究発表
1 . Genki Uemura，”What Does it Mean that 1 「ゲーテにおける現象への眼差しについ
Social Acts are Addressed to Others？” てJ、岡山大学文学部ヨーロ ッパ言語文
Setouchi Philosophy Forum ”Bridging 化研究会、 2018年6月30日、岡山大学
Analytic and Phenomenological 
Approaches，” Hiroshima Institute 
of Technology (Hiroshima Satelite 
Campus). ] uly 1.2018. 
2.柏村玄輝， 「志向的経験としての行為」，
哲学若手研究者フォーラムにおけるテー
マレクチャー ，l孟l立オリンピック記念古
少年総合センター（東京）.2018年7月21
日。
3. 植村玄輝， 「山口尚 「言葉づかい・価値観・
哲学 『機械は計訴するかという問いに
ロlしてJJ紹介J，岡山大学文学部講演会
「日常に根ざした言葉で哲学をするとい
うこと 飯田隆 『新哲学対話jをめぐっ
て」における提題，岡山大学津島北キャン
パス，2018年7月28日。
4.「意識の内干I：と世界の超越－rイデーンIJ
第2簡でどうやって観念論を論証したの
かJ.瀬戸内哲学研究会，広島大学束広
島キャンパス，2019年2月4ti。
5.柏村玄輝，「フ ッサールと意識の絶対性
-rイデーンIJ第2箭の場合J，岡山大学
哲学倫理学会．｜判山大学津島北キャンパ
ス， 2019年2月17日。
6.植村玄輝， 「フッサール 『判断論－1905
年講義Jを読むJ，フ ッサール研究会特別
企画「フッサールの新資料を読む（8）・『論
83 
岡本源太
論文
1.「マルクス ・ガブリエルと芸術の問題一
絶対者のもとに休らう芸術作品J、『現代
思想j第46巻第14号、 2018年9月、 278
～282頁
研究発表
1.「ジョン・トーランドの汎神論と人文主
義的理性ージョルダーノ・ブルーノ背学
の継承としてJ、閑丙哲学会第71回大会、
龍谷大学（京都）、2018年10Ji 21日
2.「ジョルダーノ・ブルーノを読むマラン ・
メルセンヌ 収縮と無限J、第51回ルネ
サンス研究会、同志社大学（｝；〈者I）、2018
年12月8日
3.「ヒューマニズムとは何であったのか一
ルネサンスと現代J、研究会「批判的ポス
トヒューマニズムの射程J、関阿大学（大
阪）、 2019年3月17ti 
その他 （翻訳、 事典項目、書評等）
1. ［ブッ クガイド］「美学の今世紀J、I現代
思担、J第46巻第6号、 2018年4月、 134～
140頁
2. ［存評］ 「岡田尚司 『アガンベンの身振り』
（月曜社、 2018年）J、『週刊読書人j第
3256号、 2018年9月14日
3. ［批評］「たとえば、地面が見え一高嶋昔 コ語」ワークショップ． 『日本認知言語学
一＋中川周｛standstil》に寄せて」、「ヴェ 会論文集j第18号.2018. pp.621-626. ［発
ニュー ・イシューズ｜ネJll~ と 支点 最 表前審査有］
短距離のロードムーヴィーj、MEDIA 4 「バルト ・スラヴ諾世界におけるチュル
SHOP gall巴旬、 2019年1月5日 ク系少数言語ーカライム語とガガウズ語
金関猛
論文
1. 「ジークムント ・フロイト／マルタ ・ベ
ルナイス『婚約書簡Jについて（五）一名付1
分析の胎動 j、『岡山大学文学部紀要j
第69号2018年7月 1-18瓦
2.「フロイトの演劇論ーヒステリ一、同一化、
リー ・ストラスパーグ－J、『岡山大学文
学部紀要J第70号2018年12月 1-13頁
研究発表
1. 「フロイトの出劇論ーヒステリー、同一化、
リー・ストラスパーク 」ー、第67同日本
独文学会中国四国支部研究発表会、 2018
年10月20H、於・ ｜品l山理科大学
栗林裕
論文
l. Verb-Verb compounding in Turkish. 
In: Akmc1. Mehmet Ali and Yagmur. 
Kutlay (eds.) The Rouen Meetiβg: 
Studjes 011 Turk fr Structw es and 
Language Contacts. Series Turcologica 
Band 114. Wiesbaden: Harrassowitz. 
2018. pp.155-164. ［審査有］
2. Topic marking in Iranian Turkic. 
The 13th Workshop on Altaic Formal 
Linguistjcs (WAFL13). C志mbrid坦：e:
MIT Press. 2018. pp.179-192. ［審査有］
3.「「ナル表現jをめぐる通言語学的研究 一
日本とユーラシアの「ナル去現」－ ．トル
-J日本スラヴ学研究会 2017年度シンポ
ジウム「バルト諸語とその隣人たち一民
族と言語をめぐる諸相－Jfスラヴ学論
集J21号 2018.pp.31-54. ［審査有］
研究発表
1 「チュルク語の主題の構造と機能J言語
の類型的特徴をとらえる対照研究会第7
｜口｜公開発表会、平成30年4月15日．大阪
府立大学I-siteなんば．
2. Numeral Quantifer Floating in Turkish 
and Uyghur. 19th International 
Conference on Turkish Linguistics. 17-
19 August 2018. Nazarbay巴VUniversity, 
Astana, Kazakhstan. 
3 Iトルコ語のナル表現ー トルコ語版創tu:
記から一」ワークショップ：ナル表現と
は何か一出来・存在・変化の観点から考
えるー 「l本認知言語学会第四回全国大会
平成30年9月8日静岡大学浜松キャンパ
ス．
4.「チュルク諸語の動詞複合体～日本語研
究に寄与するチュルク語派言語の諸研究
について～J大阪府立大学人間社会シス
テム科学研究科平成31年3月24ti ［招
聴］
5.「チュルク諸語の動詞複合体のタイポロ
ジー 」 2018年度ユーラシア言語研究コン
ソーシアム年次総会「ユーラシア言語研
究最新の報告」平成31年3月27日京都
大学文学研究科附属ユーラシア文化研究
センター
84 
桑原晴子
その他（翻訳、事典項目、書評等）
1.海外文献抄録「GodsilG: Residues in 
the analyst of the patient’s symbiotic 
connection at a somatic level 
:Unrepresented states in the patient 
and analyst.身体的 レベルにおける患
者の共生的つながりの残響：忠者と分
析家における表象されていない状態
Journal of Analytical Psychology, 63(1); 
6-25, 2018J精神療法， 44(2). 156,2018 
年4月
菊藤 圭介
研究発表
1.「H本社会学会会員の専攻分野の 〈近さ〉
と〈速さ〉一一多次元尺度構成法を用いた
時系列分析」関東社会学会，於・武蔵大学
(2018.6.10). 
2. 川AssistedReproductive Technology 
(ART) ' and its Effects on Masculinity，” 
New Perspectives on the Digital 
Revolution: Media and Cultural 
Transformations, University South 
Australia. (2018.8.8) 
3.「男性が妊娠の当事者になるとき一一男
性不妊治療の専門医と男性当事者へのイ
ンタビュー調査からjH本社会学会，於－
甲南大学（2018.9.16).
4 “Qualitative Comparative Analysis 
and Method Controversy in the Social 
Sciences，”International Workshop 
on Qualitative Comparative Analysis 
(QCA). Waseda University.(2018.10.8) 
5. 「生殖の当事者とは誰かj明治大学情報コ
ミュニケーション学部ジェンダーセン
85 
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ター （研究報告），於・明治大学駿河台キャ
ンパス（2019.1.16)
その他 （翻訳、事典項目、書評等）
1 「南オーストラリア大学・ホーク研究所
への派遣研究者からの報告」『関東社会
学会ニュースj149 (2018.10.18）、10-12頁
佐々木守俊
論文
1.「鹿山観滋図から布引の滝図へ」岡山県ー
立美術館編 『生きてゐる山水肱山をのぞ
む古今のまなざし』所収、岡山県立美術
館、 2018年8Ji、21～22頁
2.「『高野山往生伝Jに見る老いと死一琳賢
の「弥肋像J安置についてJ本村呂文 ・加
藤諭・近出真美子 ・H笠晴香・吉葉恭行
編著「老い人文学 ・ケアの現場 ・老年学J
所収、ポラーノ出版、2019年3月、 183
～204頁
研究発表
1.「！長山観i暴凶から布引の沌凶へ」記念シン
ポジウム 「多視点でたどる嵐山への道」、
2018年9月1円、岡山県立美術館
萎克実
著書
1 《n1fl'.拙案中出現的平型閥大捷〉是正i管元
華文創出版， 2018年／A5判／342頁
論文
1 《雁街崖、黄土l怜岐斗械と十的考i正》（巾
固i吾）《岡山大学文学部紀要}69す，2018-
0711-18頁
2. 《中国囲内的阿部規秀死亡扱辱〉（中国間）
《岡山大学文学部紀要》69号、 2018-07/19-
32 !Ji 
3.「自由思想協会をめぐってJ『自由思想』
第 150分、 2018-09/41-47頁
4.「石橋湛山の小国主義と東アジア共同体
論Jr束アジア共同体.i1j純（琉球）研究j
第二号、 2018-09/
5.「嗣於）J要坊阻撃和倒馬闘戦門」（巾園出）「岡
山大学大学院社会文化科学研究科紀要j
46号、2018-11/27-42頁
6.《有美｜綜庄i!&斗的H本史料分析〉（中田町）
《岡山大学文学部紀要｝70号， 2018-12/
7.《雁宿崖戦門過程的古誼研究〉（中国語）『文
化共生学研究J凶器、 ｜吋山大学大学院社
会文化科学研究科、 2019-03/1-26貞
8.《八路軍大龍華戦門的研究》（中国語＞ r岡
山大学大学院社会文化科学研究科紀要1
47号、 2019-03/1-16頁
研究発表
1.基調講演 「近代化におけるナショナリズ
ム、アジア主義の位相一一日本のアジア
主義と中国革命J国際日本文化研究セン
ター研究会『中｜王｜近代2主命の思想的起源1
2019-4-28 
清家章
著書
1 . i＇！・家章 I埋葬からみた古墳時代女性 ・親
族 ・王権J'f'i川弘文館 2018年5月総265
頁
論文
1 . Akira SEIKE Mounded Tomb Building 
edited by Thomas Knopf. Werner 
Steinhaus and Shin’ya FUKUNAGA 
2. 清家~~（： 「古墳時代におけるモ墓の巨大化
とその終f5J福水イ11哉 ・上回I白：弥篇「日本
古墳研究リソースを活かした墳丘墓築造
と社会関係の固｜際研究展開J大阪大学大
学院文学研究科2019年3月 pp.19-32
研究発表
1 Ni・家章「古墳時代の女と男～古墳被葬者
に見るジェンダー」第8岡山口大学考古
学研究会 2018年7月211（土）場所： 山
U大学人文学部
2.治家章「学際的・国際的共同研究による
古代T守備研究の可能性j文明動態学研
究センターキックオフ・シンポジウム
2019年2月21日（木）場所：岡山大学
3.「社会変化とモニュメント」歴博国際シン
ポジウム日本の古墳はなぜ大きいのかー
育代モニュメントの比較考肯学－2018年
11月17l:・18l:明治大学 主催：｜主｜立歴史
民俗博物館
その他（翻訳、事典項目、書評等）
1.清家章2018.7「古墳被葬者の性別と古墳
社会の変化J『本郷jNul36吉川弘文館、
東京： pp.11-13
2. ~古一家章 201812.23 「大山古墳発掘調査の
限定公開に参加して」 ril陽新聞J2018年
12月23H朝刊文化面
during the Kofun Period:Location and 高野宏
Landscape 論文
Burial Mounds in Europe and l.「地域との関係からみた大田植の変化－
Japan Comparative and Contextual 島根県安来市広瀬町比田地区の場合一」
Perspectives 岡山大学大学院社会文化科学研究科紀
Archaeopress Publishing Ltd 2018 10 要、第46号、 2018年11月、 43-63頁
pp.110-117 2. 「大田植の分布と種類に閲する検討一行
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文学部数日研究iMtJ;－~Z
政による記録 ・調査報告書を巾心として Proceedings%20CD.pdf?dl= 1 
-J岡山大学文学部紀要、第70分、 2018 5. (J~著） 中野祥子・問中共子 2018.8 「I ~
年12月、 3142頁 入学生を対象としたムスリム文化アシ
ミレーターを用いた異文化問教育の試み
田中 共子 -w文化問ソーシャルスキルの悦点から
論文 民文化rm教育，48.146-160. 
1. （共布）iJJ本忠美！こ・田中共チ・兵勝好美・ 6. （共若）迫こゆり・田中共子 2018.12在プ
,1; 1ド芥織 2018看護学生の正確な指示受 ラジル｜オ本人における異文化滞伐のソー
けのためのソーシャルスキルトレーニン シャルスキルの検討．社会生活スキルと
グー｜臨地実刊で直面する困難状況を諜題 対人スキルの観点から多文化関係学.15. 
助副とした医療安全教育の試み－ 1.c; JI心 3-17. 
Jil学研究.44(1). 70-80. 7. （共若）中野祥チ・出中共チ 2019.3H本
2. (J~若） N出ano. S. & Tanaka T. 2018 The 入学生むけムスリム文化アシミレーター
implications of social skills on the の改訂版を用いた異文化問教育の試み
formation of relationships between 文化共生学研究 18.53-66. 
Indonesian Muslims and Japanese. In M. 8. （共若）JungHuiLee and Tomoko Tanaka 
Karasawa, M. Yuki, K. Ishi, Y. Uchida. 2019.3 Acculturation attitudes among 
K. Sato. & W. Friedlmeier (Eds.) . Zainichi Koreans living in Japan. 
Venture into cross-cultural psychology: Japanese Journal ofApplied Psychology. 
Proceedings from the 23rd Congress 44(3). 162-170. 
of the International Association for 研究発表
Cross-Cultural Psychology. https:// l. :(F.斡日本人留学生における社会文化的
sch o 1 a rw or ks.gvs u. e d u/i a cc p_ 適応と対処ー在韓10年口の学生のすl例か
papers/141/ ら・第23回留学生教育学会 （広島大学）
3. （共－~n 1本恵美子 ・田中共子・兵｝擁立f 2018ゑ8(7-8）高橋礼子 ・田中共子・
長.n・山はるみ 2018ヒューマンエラー 2. 杭IJムスリム留学生における社会生前上
の発tj：＿と事故防止の過程を学ぶシナリオ の岡難への対処方略の変容－2年間を振り
シミュレーションとスキル学習日本シ 返る8名の事例分析．第23回開学斗：教育
ミュレーション医療教育学会総誌， 6.23- 学会（広島大学）2018.9.8 (7-8）小野祥チ ・
29. 川1jJ~ 子
4. (lj1新）Il 1t1 共子 2018.8在日間学生の災 3.多文化小集｜刊によるフィ ールドトリ ッ
文化適応支援のための異文化問ソーシャ プ活動におけるソーシャルスキルの礎
ルスキル学習の実践第4回アジア未来会 得民文化問教育学会第34凶大会（新潟大
議（Proceedings) .!f'.) 2018.6.10(9-10) ~喜美恵・巾野作子 ・
h t t ps目／／www.dropbox.com/ Il中共子
s/27coayulzl8zqtr/AFC4%20 4.在llベトナム人間学生の食の文化受容に
-87 -
みるコミュニテイ型適応 典文化問教育
学会第34回大会 （新潟大学）2018.6.9-10 
中野祥子・田中共子
5.在日外国人ケア労働者と日本人の協働文
化の構築に向けて （2）～介護施設で就労
する日本人スタッフの視点からの協働要
素の分析～円本健康心理学会第31回大
会（京都橘大学）2018.6.24 (23-24）畠中香
織 ・LU－￥恵美子 ・田中共子
6. Re-acculturation of Chinese returnees 
experiencing overseas study in Japan 
29th International Congress of Applied 
Psychology, Montreal. Canada 2018.6.26-
30 Yuri Okunishi and Tomoko Tanaka 
7. グループセッションー研究・臨床 ・教育
現場における実践のダイパーシティ ：在
日留学生の異文化適応支援のための異
文化問ソーシャルスキル学習の実践第
四回アジア未来会議 （Kホテル、ソウル、
税｜五｜） 2018.8.24・27田中共子
8.チュート リアルワークショップ6：ゲー
ミングシミュレーションの実践と応用
(2）日本心理学会第82回大会 （仙台国際
センター）2018.9.25 (25-27）兵勝好美 ・
田中共子 ・中村ー 美枝子
9. The Academic Culture Shock 
Experiences of Turkish International 
議場、名古屋）2018.11.25 (24・25）兵藤好
美 ・問中共子
11. Cross-cultural Dietary Adjustment 
Necessary for Muslim Students in 
Japan. The Asian Conference on 
Psychology and Behavior Sciences 
2019, Toshi Center Hotel, Tokyo, 
Japan. 2019.3.21-23 Sachiko Nakano and 
Tomoko Tanaka 
12. Cross-Cultural Adaptation of Turkish 
International Students in Japan: 
A Qualitative Study. The Asian 
Conference on Psychology and Behavior 
Sciences 2019.Toshi Center Hotel, 
Tokyo, Japan. 2019.3.21-23. Ayse Ilgin 
Sozen, Tomoko Tanaka and Sachiko 
Nakano 
その他 （翻訳、 事典項目、書評等）
1 （辞典）『質的心理学辞典J（能智正陣（編
集代表） ・香川秀太・ 川島大中＇lD・サトウ
タツヤ・柴山真琴 ・鈴木聡志・ j藤江 康
彦（編））、「異文化問心理学」「異文化体験」
「典文化適応」「相互行為」「妥当化」「デー
タの管理J「データの生成J「異文化接触J
（出中共チ）、新曜社、 2018.11.30、全532
頁
Students in Japan: A Qualitative Study. 塚本 千秋
The Asian Conference on Education 著書
2018(Toshi Center Hotel. Tokyo, Japan) 1.塚本千秋 （文辛）・尾上太一 （写真）・「相
2018.10.14 (13-15) Ayse Ilgin Sozen. 談者」円本評論社（2018年12月、 81頁）
Tomoko Tanaka and Sachiko Nakano 論文
10.ゲーミングシミュレーションによる医療 1.塚本千秋・平伸二：「またやるのですか？」
安全に対する意識変脊1司人特性が医療 からの出発一岡山県教委の不詳事対策の
安全に与える影響について第13回医療 3年一、岡山大学教師教育開発センター
の質・安全学会学術集会（名古屋同際会 紀要第9号 2019ppl3・22
88 
2. 塚本千秋 ・西村大樹：2018年7月豪雨災
害への対応一岡山県臨床心理士会とし
て ．｜判山大学臨床心理学論集第16号
2018.pp45-49 
3.塚本千秋・学校教職員の不祥事防止につ
いて考える一助言者の悩みと告白一．岡
山大学大学院社会文化科学研究科紀要．
第46号.2018年1月pp6572 
4.塚本千秋・こころを繰るな、脳に責任を
負わせるなー教育の立場から．こころの科
学 200号2018年7月ppll3-118
5.塚本千秋：第2項専門部会の｜刻催新た
な研修プログラムDVD作成専門部会岡
山大学大学院教育学研究科 ・教師教育開
発センタ一 平成30年度連携協力事業報
告書pp7・8
研究発表
1.第18同日本認知療法・認知行動諜報学会、
教育講演 『時間薬 （じかんぐすり）と人薬
（ひとぐすり）J、2018年1月231:1、岡山
コンペンションセンター）
その他（翻訳、事典項目、書評等）
1. (DVD作成）岡山大学大学院教育学研究
科（制作著作）学校教職員向け不祥事防止
啓発DVD「不祥事はひとごとですか？」の
シナリオ作成および構成・演出等 2018
年9月～2019年2月
土口史記
論文
1.秦代的領域控制与官吏移動、出土文献与
中｜王｜古代文明研究協｜百l創新中心中｜王｜人民
大学分中心編 『出土文献的世界 ：第六届
文学部数日術究活動一覧
研究発表
1.泰代1採廷”研究的回顧与展望、復旦大学
歴史学系主催「何謂「制度」？ ：中肯制度
文化新研学術工作坊」、 2018.ff二：5月26日、
復旦大学歴史学系（上海）
2.獄麓秦簡 （伍）「執法J関述条文の検討、
アジア史連絡会第三回研究会、 2018年6
月21:1、神戸女学院大学
3.泰代監察制度浅論、 i1i・華大学！罷！と系 ・出
土文献研究与保護研究中心主催「第一周
I+＼土文献与古代文明青年学者研討会J、
2018年8月261:1、j青華大学（北京）
4. ~長代地方支配途符再探：以楚地出土文献
為巾心、武漢大学歴史学院等主催 「楚文
化与長江中滋早期開発同際学術研討会j、
2018年9月151:1、武漢大学路馴l山荘 （武
漢）
s. r史記jの舞台裏一木簡 ・竹簡に巾固古代
の肉声を聞く一、岡山大学文学部講演会
「教科書からひろがる〈女｜〉の一世界」、 2018
年10Ji 20日、同11大学
6.文書与官制・関於奈簡版文書与出土退社
関係的若干問題、 吉林大学古籍研究所主
催 「出土文献与中｜玉｜古代文明研究協同創
新中心講座」、 2018年11月7日、吉林大
宇古籍研究所（長春）
7. 里耶出上 「異処附」小考：封検を中心に、
｜玉｜際シンポジウム 「望月I）秦簡研究と中｜五｜
古代の文書伝達」、2018年121-17 1:、京
都大学人文科学研究所
8.泰代「恒書J再考、国際シンポジウム 「中
｜玉｜史の新史料と新制角」、 2018年3月14
目、岡山大学
出－t文rW；青年学者論壇論文集J、2018(9）、 その他（翻訳、 事典項目、書評等）
79-91頁 1.秦簡！前研究の新展開、 『古代文化』第70
巻第3号、 2018(12）、29-39頁
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堤 良一
論文
1.堤良一「直接経験が必要ない記憶指示
のアノJ2018年4月、岡崎友子・衣畑智
秀 ・藤本真理子 ・森勇太（編）『バリエー
ションの中の日本語史J、くろしお出版、
pp.139-156. 
2. 睦宗均・堤良一 「第二言語習得と普遍文
法の利用可能性一束縛理論を中心に一」
（査読付き論文） 2018年5月、 I口水準報』
第115輯、 wn到日本学会、 pp.63-83.
口頭発表
1.堤良一円｜き上げ方式による「生の日本語」
を用いた教授法の可能性」2018年6月30
Fl、Fl本語プロフィシェンシー研究学会、
京都外｜五｜語大学
2.堤良一・朴秀在日 「裸の助調の出現可能性
に関する日韓の相違について」（審査付
き）2019年3月23日、韓国日本語学会、
予稿集pp.54・60.明主u専門大学
東候光彦
論文
1.初任期教員の疲労感に影響を及ぼす身体
的 ・精神的要因と疎の継時変化、岡山大
学教師教育開発センタ一紀要、第9号、
2019年3月、 259-266.
研究発表
1.初任教員の過剰適応傾向とワーク・エン
ゲイジメントの関連、日本認知 ・行動療
法学会第44回大会、平成30年10月27日、
東京
2. Web上で、行うポジティブ感情想起課題が
例人のメンタルヘルスに及ぼす影響につ
いて、日本認知・行動療法学会第44回
大会、平成30年10月27トl、束京
3. 産後の抑うつに関連する心理学的要因の
検討、［｜本認知・行動療法学会第44回
大会、平成30年10月27日、東京
4. 女子大学生における援助要詰スタイル別
の心理的特性、日本認知 ・行動療法学会
第44回大会、平成30年10月28日、東京
5.初任期教日のリアリテイ ・ショックがワー
ク・エンゲイジメン トに及ぼす影響、 H
本認知 ・行動療法学会第441口！大会、平
成30年10月28日、東京
????
?
1 共著 『文化をI映す鏡を磨くJせりか書房、
2018年7月、 306頁（担当箇所 「童子と烏
畜 『融通念仏縁起j「諸神話天段」「烏
畜菩願段」をめぐって」159～171頁）
研究発表
1 「病気の擬人化と1本1+世の信仰一「融通
念仏縁起絵巻jを中心に一」、よもやま話
の会、 2018年6Ji 19日、岡山大学文学部
会議室
2.「中山：のお墓の格差事情」、岡山大学キャ
ンパス発掘成果展 The鹿出！±show講演
会、 2018年7月28日、岡山大学鹿田キャ
ンパス JunkoFukutake Hal 
3. 「備前四十八ケ寺以前 中世吉備の寺院
を考える－J、｜判山県立博物館平成30年
企阿展報恩大師信仰と寺院縁起記念講
演会、 2018年9月22日、岡山県立博物館
講堂
4. rr1:.霊研究における性差の問題 日本肯
代 ・中世を中心にJ、岡山大学文学部プ
ロジェクト研究「ジェンダーの多肘性に
関する領域横断的研究2J2018年度第2回
研究会、2019年3月15ト｜、岡山大学文学
90 
部会議室
その他 （翻訳、事典項目、書評等）
1.書評「近藤祐介著 『修験道本山派成立史
の研究J＜歴史科学叢脊）J、『史学雑誌1
128編第2号、 2019年2月、 60～66頁
中谷 文美
論文
1 中谷文美「ヒトによる道具製作とジェン
ダー ： r線具Jとしてのヒモへの注目から
見えることJr1湖山大学文学部プロジェ
クト研究「ジェンダーの多層性に関す
る領域横断的研究」記録集J2019年3月、
pp.26-350 
2.上羽陽子、金谷美和、中谷文美「道只．と
しての植物利則 インド北東部アッサ
ム地域を中心に」 『パレオアジア文化史
学BOl班研究報告；＂｝jNo.3、2019年3月、
pp.5-10。
研究発表
l. Ayami Nakatani.“Listing cultures: 
Politics of representation and 
heritagization of Indonesian traditional 
textiles" , International Conference on 
“Art. Materiality and Representation" 
organized by Royal Anthropological 
Institute, School ofOriental and African 
Studies and British Museum, 1-3, June, 
2018, London: British Museum. 
2. Ayami Nakatani, Yoko Ueba and 
Miwa Kanetani.“Un-weaving textiles, 
disentangling ropes: Exploration of 
“lineware”as an analytical tool”， 
Textile Society of America Symposium, 
19-23, September, 2018. Vancouver: 
Sheraton Vancouver Wall Centre. 
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3. 上羽陽子・ 金谷美手l・中谷文美「タケ利
用と 『単純なJ技術ーイン ド北東部アッサ
ム地域を事例に J、パレオアジア文化
史学第5回研究大会、2018年5月12-13tl、
名古屋大学。
4. 金谷美手n.上羽陽子・「「I谷文美（ポスター
発表）「道具としての植物利用ーインド
北東部アッサム地域を中心に」、パレオ
アジア文化史学第6凶研究大会、 2018年
11月17-18日、東京大学。
5 Negotiating identities, securing income: 
Politics and economics of cultural 
heritage for vilage weavers in Eastern 
Indonesia" . World Social Science 
Forum (WSSF) 2018, 25-28, September, 
Fukuoka: Fukuoka International 
Conference Center. 
6. Ayami Nakatani, Yoko Ueba and Miwa 
Kanetani （ポスタ ー発表）“Thevital 
role of ”cordage" in food acquisition 
and other aspects of human life" , 
International Workshop on the Cultural 
History of PaleoAsia, 16-18 December, 
2018, Kyoto: Research Institute for 
Humanity and Nature. 
7.中谷文美「ヒトによる道具製作とジェン
ダ ．ー 『線具jとしてのヒモへの注目から
見えることJ、岡山大学文学部プロジェ
クト研究「ジェンダーの多用性に閲する
領域横断的研究2」研究会、2018年12月
15日、岡山大学。
8. 中谷文美「境界のポリティクスと「遺産化J
丙ティモールの伝統織物の事例から
－」、インドネシア研究懇話会第l同研
究大会、 2018年12月17円、京都大学。
その他
1. コーディネーター「学生のためのワーク・
ライフ・バランス講座J主催：｜前l山市（2018
年会12月5日、岡山大学）
2.パネルデイスカ ッション ・モデレータ
「ヴエロニク ・サラデポ講演会j主催： 三
菱自動車工業（2018年10月26トl、ホテル
グランヴイア岡IlJ) 
中谷ひとみ
論文
l.「世界は何でできている？ Paul Auster 
がWiく白い世界史茶羅」、「岡山大学文学
部紀要j第69サ、 2018.7、33-47頁
2.「アメ リカを夢みて一西洋とエチオピア、
二種の音楽と身体J、『阿山大学文学部紀
要j第70号、 2018.12、43-52頁
3.「映笑にはl洪笑をという戦略と、笑いが
可能にする内なる他者との対話 ホー
ソーンの短稿と現代H本小説の比較を
通してJ、『文化共生学研究J（岡山大
学大学院社会文化科学研究科）第18号、
2019.3、27-51頁
研究発表
1. 「l洪笑にはI~~笑をという戦略と、笑いが
可能にする内なる他者との対話ーホー
ソーンの短tlと現代日本小説の比較を通
してJ、H本英文学会中｜玉lLYI孟｜支店IS第71
回大会、 2018年10月271:、鳥取大学
中東靖恵
論文
1.「20周年記念シンポジウム社会言語科学
会20年の軌跡、とこれから．徳川賞受賞者
からの提言」『社会言語科学j21-1, 2018 
年9月， pp.397・406，共著（「2言語研究者と
しての社会への貞l猷一学問の継承 ・展開
と新たな発展一」を執筆： pp.398-400)
2.「多人数質問調査法の現在（4) 有意サン
プルの調査の問題点一」『計量医l語学j
Vol.31. No.6,2018年9月，pp.461-476，単著
3 「ブラジル日系移民社会における 「コロニ
ア語jの位置」 『岡山大学文学部紀要J70 
号，2018年12J・J. pp.53-70，中老：
研究発表
1.「海を渡った広白方言一海外日系移民社
会における方言の継承と変容－J第42回
社会言語科学会研究大会， 2018年9月23
日，広島大学，単独発表
2.「言語胃得に関わるメディアの影響一国
内・海外の広島方言アクセントを例に J 
第27同ひと ・ことばフォーラム.2019 
年3月30日，東洋大学，単独発表
3. 〔講演〕「言語研究者としての社会への貢
I拭 学問の継承 ・展開と新たな発展 J 
第41回社会言語科学会社会言語科学会
創設20同年記念シンポジウム， 2018年3
月10日，東洋大学
4. 〔講演〕「地域社会を映し出す｝j言の魅力
方言の保存と継承の意義 j平成30年
度ゅうゅう現代セミナー， 2018年8月10
日，岡山市立興除公民館
5 〔パネルディスカッション〕 「地域に暮ら
す外j3ij人の安心－ 安全を考える」2018年
度第3回日本語教育学会支部集会（中国
支部）.2018年10月20日，岡山大学 （コー
デイネータ ・ー パネリスト）
6 〔研修・ワークショップ〕「地械における
多文化共生とやさしい日本語」佐賀県鳥
栖rl.2018年8月21日，烏栖市役所
7. 〔研修 ・ワークショップ〕「岡山県総社市
における地域日本語教育を通じた多文化
92 
共生のまちづくり」 （公財）全国市村研修
財同全国市町村国際文化研修所 (JIAM)
平成30年度「第1回多文化共生の地成づ
くり」コー ス， 2018年8月29日，全国市
村研修財団全国市町村国際文化研修所
8. 〔研修・ワークショップ〕「地域に暮らす
外｜玉｜人の安心・安全と「やさしいH本語」」
阿山市国際交流協議会多文化共生のまち
づくりセミナー， 2018年11月8日，ほっ
とプラザ大供
9. 〔研修・ワークショップ〕「｜前l山県総社市
における地域H本語教育を通じた多文化
共生のまちづくり」 （公財）全国市村研修
財同全国市町村国際文化研修所 (JIAM)
平成30年度「第2回多文化共生の地域づ
くりJコー ス， 2019年2月6l:，全岡市村
研修財団令国市町村国際文化研修所
10.〔研修 ・ワーク ショップ〕「外国人と日
本語でコミュニケーション～「やさし
いH本語Jで伝えてみよう～j大阪府堺
市，2019年3月10日，堺市立国際交流プ
ラザ
その他 （翻訳、事典項目、書評等）
1 『総社市における外l玉｜人就業者のH本語
教育支援に関する調査報告書J2018年11
月，総社J!TI打民生活部人権・まちづくり
諜国際・交流推進係， A4. 30頁．編著
http://www.ci ty .soj a.okayama.j p/ 
data/ open/ en t/3/8032/6/ gaikokuj in-
shugyousya-chosahokoku.pdf 
2.「人と人をつなぐ懸け橋として一地域口
本語教育コーデイネーターの役割J2018 
年10月25日， 『Ja-NetJNo.87,p.1-2 
3.「地域住民同士がつながる場へ一「顔の
見えるJ関係づくり－J2018年10月25n. 
rJ a-N etJ N o.87,p.4，共著
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文学部数日術究活動一覧
西山康一
著書
1. 〔共編著〕倉敷市・薄田泣韮文庫調査研究
プロジェクトチーム編『薄田泣韮読本j翰
林書房、 2019年3月、総頁数160頁
論文
1. 〔共著〕西山康一 ・荒井真理亜「倉敷市蔵
湾出泣主文庫部出i立主H記 （大正七年一
月）翻刻・解説」、『岡大国文論稿j第47号、
2019年3月、 16～35頁
袴田玲
著書
1. Co11tnbutio11 of Women to Con-viviality: 
Jn/Ad Spiration to Convivials, Kyoyw由.a,
March 2019, 226pages （共著、担当箇所
Rei Hakamada. Gregory Palamas’ 
Interpretation of the Dormition of the 
Mother of God, p.70-84). 
論文
1.「トマス ・アクイナス 『説教18「地は芽生
えさせよ （GerminetTerra）」jにおける
マリアの原罪についての理解とその可能
性j、r,_J世思想研究j第61号、 中世哲学
会編、［投稿受理済み、査読結来待ち中］。
研究発表
1 IJf!:方キリスト教における神秘主義と民
衆J、異文化理解と多文化共生．や，，秘主義
思想、とその実践を通じたイスラームとキ
リスト教の共生を探って （龍谷大学国際
社会文化研究所指定研究）第l回研究会、
2018年5月26日、龍n大学。
2. グレゴリオス・パラマスの説教における
聖母マリア理解一第37講話「マリアの就
桜についてJを巾心にJ、第18回東方キ
リスト教学会例会、 2018年8月29円、 東
京大学。
3. God’s Image and Likeness: John 
Chrysostom and Gregory of Nyssa’s 
Views about Human Nature. Asia-
Pacific Early Christian Studies Society 
(APECSS) 12th Annual Conference, 13 
September. 2018, Okayama University. 
4. 「トマス・アクイナス 『説教18「地は芽生
えさせよ （GerminetTerra）」jにおける
マリアの原罪についての理解とその可能
性J中世哲学会第67回大会、 2018年11月
10 H、聖心女子大学。
5. Interpretations of the Dormition of 
the Virgin Mary in Byzantine Church, 
Symposium Women and Con-viviality 
in the East巴rnChristianity, October 28, 
2018, Sophia University. 
6.「へシュカストと涙」、シンポジウム東西
キリスト教思想における涙の位置づけ、
第167回教父研究会、 2019年3月16ti、
立教大学。
その他（翻訳、事典項目、書評等）
1.書評論文「大森正樹著『観想の文法と言語
東方キリスト教における神体験の
記述と語りj」、「中世思想研究』第60号、
中｜並科学会編、 2018年9月、 p.144-1520 
2.エッセー 「私の宗教思想研究」、 『遡遁．
｜吋山大学倫理学会年報j第33号、阿山大
学哲学倫埋学会編、 2019年3月、 p.65 
680 
東野将伸
論文
1.「近位後期jの地域経済と商人一備中国南
西部と大坂との関係を中心に－J、『日本
史研究j、679号、 2019年3月、 93-119頁
研究発表
1.「近世後期の地域経済と商人一備中国南
西部と大坂との関係を中心に－J、2018
年日本史研究会大会共同研究報告近世史
部会、 2018年10月14日、仰教大学紫野
キャンノTス
フォックス・ブライアン・ 卜ー マス
著書
1. ] a mes Joyce's Americ a、Oxford 
University Press、2019(3月）、227頁（単
著）
2. rジョイスの扉－r若き日の芸術家の肖像1
を聞く十三の鍵j、英宝社、 2019(3月）、
総頁330頁中21頁を担当（共著）
研究発表
1 'Amnesia and Anamnesis: Joyce. 
Fenianism. and the 'language of 
memory”＼日本英文学会中国四国支部
第71回大会、 2018年10月27ti、鳥取大
ぶ旦．-r-
藤井和佐
論文
1 「変存する地域社会と農業者ネットワー
クの可能性」、 I農業と経済J85巻1号、
2019年2月、 24・34頁
研究発表
l.「〈解題〉瀬戸内のおかれた状況一一島棋
育1を中心として」（シンポジウムテーマ
「アートと社会／地域の現在一一瀬戸内
から考えるJ（共同企画）、関丙社会学
会第69凶大会、 2018年6月3ti、松山大
学
その他（翻訳、事典項目、書評等）
1.「フィ ールドワーカーとしての学生J
94 
(Column社会調査のあれこれ）、『社会
と調査j第22サ、2019年3月、 125頁
本田晃子
研究発表
1 . Two Types of Aesthetics in One Film: 
Image Analysis of Sovkhoz Building 
in Eisenstein's The General Line. The 
9th East Asian Conference on Slavic 
Eurasian Studies. 2018年7月111.ウラ
ンノ〈ー トル
2.イミ条均！？出向としての地下鉄一一 アンドレ
イ・イ監行 『パイロットたちの科学般有
課jにおける地下鉄表象分析、日本ロシ
ア文学会、 2018年10月27I、名古！五
松村圭一郎
論文
l.「分配とヒエラルキー ：平等／不平等をつ
くりだすものJ『思想j1134号、 2018{1エ
10川、5-22ti。
研究発表
l. ・women Crossing Borders: A Case 
Study of Ethiopian Female Migrant 、IVorkers . In Fifth International 
Symposium on Transnational Migration 
and Qiaoxiang Studies. Wuyi University. 
j iangmen. China, 2018年12月9rl
2.「アフリカの「分配のモラリティ」を語る
ということ」、京都人類学研究会4J例
会、京都大学。2018年4月27日
文学部数日研究iMtJ;－~Z
その他（翻訳、事典項目、書評等）
1.「この3ilトアフリヵ」毎日新聞（2018年l
J 20 1-）、91師
2.「本の森：アチェベ若 『崩れゆく粋』アフ
リカの矛盾と葛藤J北国新聞 （2018年12
JJ81）ほか
3.「人Il！の経済 商業の経済」『ちゃぶnJ
Vol.4 （ミシマ杜）、162-167頁。2018年10
月
4.「明治150年の節Hに与えるべきこと」『同
:Jr-J 2018年臨時増干lj（岩波新－，1：創刊80年
記念はじめての新脊）、37頁。2018年
10月
5.「まだ知らない自分に出会うJ『ニューサ
ポート尚校｜五l語jVol.30、12-13f。2018
イド10月
6.「「アフリカ」が私たちに問いかけるもの」
『以I;1r-J 2018年7月号、 8-11頁。2018年7
J 
7. 「内評：ィi井美保若 『環世界の人~1学一南
インドにおける野生 ・近代 ・布1：足祭配J」
『コンタクトゾーン』10: 336-342. 2018年
6H 
8.「「述ぃJ人びとの常みが、いまを生きる
私に直結する」「私の好きな，，公新丹3
illtJWeb巾公新書。2018年4月
9.「〔エセー〕芥らしに政治をとりもどすた
めに」『文平界J72巻第40・（2018イHJJ
な）、188-189
3. .Thinking through the ethnographic 松本直子
films: The migrant women's experiences 論文
in rural Ethiopia and the Gulf l. Naoko Matsumoto. Japan: The Earliest 
countries.”University of Strasbourg. Evidence of Complex Technology for 
20181.f 3月61 Creating Durable Coloured Goods. Open 
-95 -
Ar℃haeology 2018-4. 2018年5月， 206- 5.「共生の考古学一異文化接触と文化の生
216. J&:-Jシンポジウム「移動と共生一先史
2. Naoko Matsumoto. Changing 時代から近未来宇宙まで－J、2019年3
relationship between the dead and 月18l:、於名古屋大学
the living in Japanese prehistory. 6.「人類の拡散とニッチ構築」日本情報考
Philosophical Transactions of The 古学会第42岡大会特別講演、 2019年3月
Royal Society B. Biological Sciences. 23円、於同山大学（招待講演）
373 (1754). 2018 イド 9 J-J (http://doi. 
org/10.1098/rstb.2017.0272) 光本 Jil買
3.松本直子 「狩猟採集社会における戦争一 論文
集｜司聞の暴力を促進／抑制する要｜対に l.「｜判山県｜吋山市津倉古墳J『考古学研究j
ついて考える 」『考古学研究j65 (3）、 65 (2）、2018年9月、巻頭カラ ー .133-
2018年12月、22-36頁 135頁
4.中川朋美、r尾央、川村光平、山口雄 研究発表
治、松本直子、松木武彦「弥生時代中期 1.「倉敷市楯築墳丘墓の三次元計j)ljj、考古
における戦争 人骨と人1動態の関係か 学研究会第64回総会 ・研究集会ポスター
ら－」『情報考古学J24(1-2）、2019年3月、 セッション、 2018年4月21日（光本順 ・
10-29頁 四同克人）、岡山大学
研究発表 2.「岡山市津倉市墳の発掘調査J、考ー 古学研
l.「狩猟採集社会における戦争一集団｜切の 究会阿山例会、 2018年5月12l:、｜削山大
暴力を促進／抑制する要因について考え 寸－一． 
る－」考古学研究会第64阿総会研究集 3.「津合古墳」、大地からのたより 2018（県
会、2018年4月22日、於岡山大学 （招待 内の発抗l調査報告会）、2018年6月23円、
講i寅） liY]山県立博物館
2.「現象学的考古学」 連続セミナー 「現象学 4 Beyond heteronormativity: Queer 
的アプローチの諸相」、2018年6月1日、 archaeology in Japan、Lecture、2019
於岡山大学 年 2月11日、 ArchaeologicalResearch 
3.「人間行動とモニュメントj歴博｜玉｜際シ Facility, University of California. 
ンポジウム 「H本の古墳はなぜ巨大なの Berkeley 
か一古代モニユメントの比較考古学一」、 5. Rethinking sex and gender in 
2018年1月17日、於明治大学アカデミー Protohistoric Japa n、Stanford 
コモン（招待講演） Archaeology Lunch Club、2019年2月
4.「人聞はなぜ世界に拡散したのか一難問 13日、 ArchaeologyCenter. Stanford 
にいどむ一」鹿児島国際大学大学院国際 University 
文化研究科第6回公開研究会、 2019年1
月26日、於鹿児島岡際大学（招待講演）
-96 -
宮崎和人
論文
l.分析的な表現手段の存在意義一可能性の
形式をめぐって一、 『形式訪研究の現在j、
2018年5月、299・317頁、和泉1＇｝院
研究発表
1.文法論からのl呼出発、1本語学会2018
イi:I立点季大会シンポジウム「H本語記述
研究の未来一今なすべきこと一」、 2018
年sJ 20 n、明治大学駿河台キャンパス
その他（翻訳、事典項目、書評等）
1. Li本析学会編『H本語学大辞典J（東京-i;!:
出版、2018年10月）の項目執筆 （「立志」
「命令 ・禁止 ・依頼」）
本村昌文
著百
l.『若年学一人文学 ・ケアの現場・若年学J、
ポラーノ/JI版、2019年3月、総頁数453
2.老いーケアの現場に根ざした人文学から
老年学へ、 『老年学一人文学 ・ケアの現
場·~年学j、ポラーノ出版、 2019年3 刀、
1-13頁
3.長生きはめでたいことなのか？－r徒然
•','(j 注釈から見る 17世紀における 「老いJ
の観念、 r~i:1~学一人文学 ・ ケアの現場・
」~ii~学j、ポラーノ 出版、 205-224頁
4.「老い」をめぐる人文学研究から「老年人
文学」へ、 『老年学一人文学・ケアの現場・
老年ザ：j、ポラーノ出版、 427-436頁
論文
1. Ayano Ohsaki; Hiroyuki Nagataki: 
Masafumi Motomura (Oct 16. 2018) A 
Case Study of the Flipped Classroom 
Methodology in Teaching Classical 
Japanese in a Japanese Senior High 
-97 -
文学部数日研究iMtJ;－~Z
School. E-Learn: World Conference on 
E-Learning in Corporate. Government. 
Healthcare. and Higher Education 2018. 
pp. 981-984 
研究発表
1. 「円イ記事占有｜｛論」の展開と村岡典嗣、 I本科
学史学会第64四年会、シンポジウム 「帝
l t<J大学における研究者の知的），~~主に ｜則す
る研究J、2018年5月26日、東京Jil科大
学必飾キャンパス
2.迷惑をかけない死とは何か一老いと死
をめぐる人文学研究の立場から、第27
｜日l総会 ・第64担l集会 ・緩和医療研究会、
2019年3H31日、岡山大学鹿間キャンパ
ス ・マスカットキュープ
その他（翻訳、事典項目、書評等）
l. ＜資料紹介〉村 岡典嗣「Herakuleitos」、
rw:北大学！と料館紀要Jl4、2019年3)J、
21-34頁
遊佐徹
差6マ匂p
面開Jι
1. ：＜ド鴻市出使軟事考、『中同文史論J'.U第14
ひ、 2018年3月、 1-27ページ （紀要第69
~｝－Jt},I夜漏れ分）
2. I英門PJlHl宝誕調査記、岡山大学大学院社
会文化科学研究科『文化共生学研究j節目
号、 2019年3月、 67・78ページ
研究発表
1.雌山の近現代！と、岡山県立美術館特別民
記念シンポジウム「多干見点で、たどる脱山
への迫」、 2018年9月1日、於岡山県立美
術館2階ホール
2.雌山の「新」面白を語る、岡山県立民術釘i
特別展トークイベント、2018年9月17n、
於｜吋山県¥f＿美術館1階講義室
3.瀬戸内海地域の社会的諜題と 「瀬戸内地
域研究』、2019年l月、大学院ヘルスシ
ステム統合科学研究科主催、第10回目
度医療都市を創出する未来技術困際シン
ポジウム 「社会に貢献するイノベーショ
ンConnectingInnovations with Social 
IssuesJ、2019年1月16H、於自然科学
研究科棟2階大講義室
その他 （翻訳、事典項目、書評等）
1.野崎家文書の研究岡山の東アジア交流
に関する新資料の発掘、（公論財｜吋法人）
山陽放送学術文化財団リポー ト第62号
「平成28年度助成研究成＊特集J
2.鹿山の近現代史一一「政治名山」としての
廠山、岡山県立美術館特別展「生きてい
る山水鹿山をのぞむ占今のまなざし展J
図録解説
三とロコ ご仕ロ i」」 J口
研究発表
1.「ロシア農奴解放と 『大改革Jの始まり」、
日本西洋史学会、 2018年5月20日、広島
大学
2.「帝政ロシアの宮廷料理と美食文化J、ア
サヒグループ学術振興財団2017年度学
術研究助成研究報告会、2018年10月24
円、アサヒビール本社ビル
その他 （翻訳、事典項目、書評等）
1.「追悼ラリーサ・ゲオルギエヴナ・サハー
ロヴァ先生」『ロシア！と研究jNo. 101、
2018年4月、 110-113ページ
RENOUD Lore 
論文
1. La linguistique dans la perspective de l’ 
enaction (Didier Bottineau) .単著， 2018
年6月， fフランス語学研究j、日本フラ
ンス語学会第52号.pp. 45-52. 
研究発表
1 De la scene interlocutive au point de 
vue sur le proces : vers une grammaire 
des temps verbaux dans le paradigme 
enactif.単独報告， 2018年6月2H，ト｜本
フランス語教育学会、春季大会 ）圭膳義
塾大学大学 三田キャンパス
2. Conception d'un materiel enactif pour 
Jes temps verbaux en francais langue 
etrangere.単独報告.2018 if.11月24tl. 
APFT、国際大会台北、中国文化大学
3. Perspective enactive sur Jes temps 
verbaux : questions theoriques et 
applications en Francais Langue 
Etrangere.単独報告， 2019年3月16日．
関西フランス語研究会，大阪、関西大学
千里山キャンパス
4 Enseignement et recherche en 
didactique du FLE dans le contexte 
universitaire au J apon: regard d’un 
professeur川atif'.単独報告， 2019年3月
19日，セミナー，ボルド一、ボルドーモ
ンテーニュ大学
和田郁子
研究発表
l.「近世コロマンデル海岸の港町 一海上交
易と内陸社会一」，第20阿治北史学会大
会．京都府立大学，2018年6月2日．
2. Ray skins and Japanese swords: 
reception of imported material before 
the em巴rgenceof a symbol of national 
aesthetics" . Cultural Mobilization: 
Cultural Consciousness-raising and 
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National Movements in Europe and the 
World, University of Amsterdam. 2018 
年9月19El. 
3. “Tropical ray skins for the swords 
in early modern Japan". COGLOSS 
seminar, Leiden University, 2019年1月
30 H. 
4.「近世南アジアの欧文史料と旅のテクス
ト」，東京外国語大学アジア ・アフリカ
言語文化研究所共同利用 ・共同研究課題
「近世荷アジアの文化と社会：文学・宗教
テクストの通言語的比較分析J2018年度
第2恒l研究会．東京外国語大学本郷サテ
ライ ト，2019年3月11日．
その他 （翻訳、事典項目、書評等）
1 真下裕之l昨修 （二宮文子 ・真下裕之・和
回郁子訳注）「アブル ・ファズル著『アー
イーニ・アクパリーj訳注 （7）」 「紀要J（神
戸大学文学部）46,2019年3月，pp.27-61. 
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